
北広島市立西部小・中学校 九年間の学び
コミュニティ・スクールの推進
～地域とともにある学校づくり～

地域とともにある学校づくり推進フォーラム

http://www.school.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/seibut/

本日、みなさまにお伝えすること

• コミュニティ･スクール（ＣＳ）設置までの経緯
～組織・体制づくり

• 西部コミュニティ･スクールの実践
• 取組の成果と子どもたちや地域の変容



CS設置までの経緯

平成25年8月 安齋先生講演会

さらに推進
「北広島市教育

基本計画」
の

実 現

●教育基本法に、「学校、家庭、及び地域住民等の相互連携協力」の規定が新設。

学校・家庭・地域の連携の下に、学校教育の充実や生涯学習社会の実現、地

域の教育力の向上がますます求められる。

●平成23年度に、10年先を見据えた「北広島市教育基本計画」を策定。

人づくり・まちづくり・未来づくりを推進。豊かな自然や歴史、教育施設の充実、

教育熱心な市民など、すばらしい教育風土を持つ北広島市において、学校・家庭・

地域がさらに一体となった教育を一層推進し、夢や志を持ってたくましく生きる人を

育てていくことが重要。

それぞれの「まち」の「よさ」を生かす

地域とともにある学校づくり
コミュニティ・

スクール

なぜ、今、コミュニティ・スクールなのか

■北広島市の願い



北広島市立西部小・西部中の概要

西部小学校

西部中学校

児童数3４１名

生徒数190名

北広島市立西部小・西部中の概要

地域の特色
■北広島市は原始林を取り巻くようにして、東
部、西部、大曲、西の里、団地地区と「分散
型地域のまち」を形成。

■札幌市と恵庭市の中間、北広島市の西部に位
置し、開拓130年の歴史

■寒冷地稲作発祥の地（中山久蔵）、クラーク
博士ゆかりの地（島松駅逓）を持つ。

■地域は、輪厚・島松・三島・仁別からなり、
畑作（野菜）と酪農地帯に民家・団地・商店

・会社の資材置場な等点在。

■緑豊かな自然環境にあり、山林・原野・河川など動植物の採集や観察に好適な場所も
多い。

■徐々に近郊都市化が進む。平成２年度に国道36号線の拡幅工事、その後、国道36号
線と輪厚パーキング場の間に希望ヶ丘団地が造成。平成25年より輪厚工業団地造成。

■平成7年度あたりから児童•生徒数が急増。現在は、ほぼ横ばい状態。



西部コミュニティ・スクールの取組

★導入の経緯

児童生徒の実態
【強み】
・思いやり、素直、真面目
・授業態度良好

【弱み】
・向上心、粘り強さに欠ける
・自ら行動するのが苦手

地域の実態
【強み】
・「おらが学校」意識
・子育てに強い関心

【弱み】
・地域住民の意識差・温度差
・地域人材の固定化・高齢化

地域と家庭、学校をつなぐ
コミュニティ･スクールが有効

平成25年度より

コミュニティ･スクールを導入
7

１，コミュニティ・スクールとは・・・

■学校運営協議会の設置

「コミュニティ・スクール」・・・

教育委員会が制定する規則（「北広島市立小学校及び中学校におけ
る学校運営協議会に関する規則」平成25年4月1日施行）に基づいて指
定され、「学校運営協議会」を設置した学校

■地域と学校の関係

支 援

協 働

地域貢献

１．Ｈ２５ 導入当初



■学校運営協議会の構成

●保護者 ●当該学校の校長・教職員

●地域住民 ●関係行政機関の職員

●学識経験者 ●教育委員会が適当と認める者

西部コミュニティ・スクール運営協議会の場合

西
部
中
学
校
区
に
お
い

て
は
、
小
中
学
校
で
学

校
運
営
協
議
会
の
構
成

を
一
緒
に
し
て
い
る

■Ｈ２４ コミュニティ･スクール推進委員会設置

●学識経験者 ●小･中ＰＴＡ会長

●学校評議員 ●地域諸団体代表

●小中学校校長、教職員 ●教育委員会

制度説明会・先進校視察
講演会・体制つくり

２．学校運営協議会 ～どんなメンバーで・・

●学校と地域の信
頼関係の強化

●地域課題を解決
する人材の育成

●地域･家庭の教
育力の向上

●教育活動の質の
向上

●児童生徒の問題
行動の減少

●児童生徒の学習
意欲や学力の向
上

学校と地域の連携

よりよい
学校づくり

よりよい
地域づくり

学校、地域･家庭のお互いが
活性化し、豊かになり、高まる！

双方向の
活性化
Ｗｉｎ・Ｗｉｎ

地域とともにある学校～互いの高まりへ

10

３．コミュニティ・スクールでどう変わるか



【西部ＣＳ 活動スローガン （平成27･28年度）】

「子どもの夢や未来をみんなで支えよう」
～西部の伝統を生かして

子どもたちの「チャレンジする心」を育む～

★めざす子ども像と活動スローガン（平成27・28年度）

学校経営方針 地域の願い

心豊かに 大志をいだき
たくましく 生きる子ども

義務教育９年間で【めざす子ども像】

11

４．「地域とともにある学校づくり」を目指して ①

■身につけさせたい４つの力

【「夢を持ち、自らチャレンジする心を育む」ために
身につけさせたい４つの力】

確かな学力を育む

～自ら考え、進んで学ぶ～

健康で、
たくましく鍛える

～心身の健康を育む～

心豊かで思いやる

～豊かな人間性を育む～

地域・社会に貢献
～地域を愛する心と

態度・行動を育む～



■CSを進めていくための手法（ｷｰﾜｰﾄﾞ）

４．「地域とともにある学校づくり」を目指して ②

熟議

協働 マネジメント
同じ目標に向かって、それぞれ
の得意分野・領域を生かして、
互いに補完し合う「協働」の姿
勢が重要

みんなでよく考え、知恵を出し
合い、言うべきことをしっかりと
言う「熟議」の手法が重要

教職員の意識と実践力の向上、
運営全般をコーディネートできる
地域人材の育成など、「学校のマ
ネジメント力」が必要

キーワード

組織・体制づくり



西部ＣＳ委員会

【地域コーディネート部】

地域における行事の推進、児
童・生徒の健全育成及び安全指
導に関する活動

・諸機関の活動予定交流
・子どもの抱えている諸問題
・子どもの健全育成

及び安全指導
・健全育成に関する行事協力
・地域における交流行事の推進
・ボランティア活動の推進
・広報活動（HP・CSだより）
・CSカレンダー作成・配布

【学校支援部】

教育活動への保護者・地域人
材の積極的な参画促進に関す
る活動

・授業の支援・補助
・校外学習、
地域学習の支援補助

・学習環境整備の支援・補助
・各種検定試験の補助
・学校行事に関する
支援・補助（SA・CV）

・その他、学校教育全般の参画

学校の基本的な方針に基づき
学校運営の点検や評価・助言

・学校評価計画
・保護者アンケート
質問項目について
・保護者アンケートの集計結
果と評価分析
・中間評価や年度反省
・学校関係者評価協議
・保護者・地域の意見や要望
・ＣＳ委員会の運営評価

西部CS委員会役員会
委員長、各部部長・副部長、事務職員

西部CSの課題として…

• 保護者の参画が少ない。
• CSの周知がまだ足りない。

• 保護者枠の拡充
• 広報部によるCSの周知

韓国視察団 西部CS視察来校
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西部コミュニティ・スクール委員会 部会構成 H27～28

西部コミュニティ・スクールの活動内容

１ 地域諸団体の活動充実
〇子どもの夢や未来を育む活動を進めます
〇子どもや大人がみんなで集える活動を進めます
〇西部の歴史や環境を学び、チャレンジする子どもを育てます

２ 学校の教育活動に地域の教育力を
〇サポート隊やボランティアの充実
〇豊かな心の育成やキャリア教育を進めます
〇学習支援に地域の力を活用します

３ 地域・家庭・学校の連携による活動充実
〇子どもたち・教師たちの地域行事への参加や地域貢献の促進
〇地域と学校が一体となって取り組むあいさつ運動
〇安全・安心・防災を地域全体で取り組む活動



地域における行事の推進、児童・生
徒の健全育成及び安全指導（防災な
ど）に関する活動のコーディネート

○諸機関の活動予定の交流・調整
○子どもの抱えている諸問題
○子どもの健全育成及び安全指導
○健全育成に関する行事協力
○地域における交流行事の推進
○ボランティア活動の推進

西部コミュニティ・スクールの取組①

★ 「地域コーディネート部」の取組
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教育活動への保護者･地域人材の
積極的な参画促進に関する活動

○授業、校外学習、地域学習の
支援・補助

○学習環境整備の支援・補助
○各種検定試験の補助
○学校行事に関する支援・補助
○その他、教育活動への参画

西部コミュニティ・スクールの取組②

★ 「学校支援部」の取組

20



西部コミュニティ・スクールの取組③

★ 「広報部」の取組
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地域・保護者・学校の活動や
委員会の活動等、情報の送受
信を推進し、ＣＳ活動の活性
化を図る活動

○ＣＳだより（カレンダー）
の作成・配付

○ホームページの充実
○児童生徒の様子、活動の様
子等の積極的紹介

○ボランティアの声、地域・
保護者からの要望等の受信

○啓発用パンフレットの作成
・発行 他

ホームページの充実により地域との情報交流

西部コミュニティ・スクールホームページでは、シン
プルで直感的なホームページになるよう工夫。

http://www.school.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/seibut/

22



理解・啓発のために

●講演会による啓発（H24文科省・三鷹中央学園委員長・H25文科省安齋先生）

●情報発信

・ホームページの充実

・「CSだより」委員限定⇒町内会全戸配布へ

・CSカレンダーの試み

●小中学校教職員への周知

・小中連携会議の拡大（管理職・教務主任・生徒指導主事・児童生徒会担当）

・小中合同研修会実施(H26年度 2回の全小中教職員による研修）

・日常的な交流（ソフトボール・バレーボール研修）

どのように地域（町内会等）
や学校職員の理解を得たか

【平成25年8月 北海道新聞より】



コミュニティ・スクールパンフレットを教育委員会が作成
H25.4

４ページ構成

具体的な取組

小・中９年間の発達や学びを支える教育の充実をめざして



キーワード（熟議・協働・マネジメント）の具体化 ①

■マネジメント～義務教育９年間を見据えた小中連携

学力

豊かな心 地域・社会

健康

キーワード（熟議・協働・マネジメント）の具体化 ②

■熟議～「小中連携で・・」「CSで・・」できることを討議



西 部 小 学 校 西 部 中 学 校
１・２ 年 ３・４ 年 ５・６ 年 １ 年 ２ 年 ３ 年

学
習
指
導

授

業

話 す

・自分の考えを伝
える。

・自分の考えをわかる
ように伝える。

・色々な方法で自分
の考えを伝える。

・事実と意見の関係に
注意し，自分の考えを
適切な言葉で話す。

・異なる場や考えを想
定して，自分の考えを
まとめ，相手にわかる
ように話す。

・自分の経験や知識
を整理して考えをま
とめ，相手にわかる
ように理論的に話す

聞 く

・先生や友だちの
話を聞く。

・先生や友だちの話を
正確に聞く。

・友だちの考えと自
分の考えを比べなが
ら聞く。

・必要に応じて質問し
ながら聞き取り，自分
の考えの共通点や相違
点を整理して聞く。

・話の理論的な構成
や展開などに注意し
て聞き，自分の考え
と比較しながら聞く

書 く

・経験や想像をも
とにして書く。

・関心のあることにつ
いて，必要な事柄を調
べて書く。

・集めた情報をもと
に，考えを整理し書
く。

・伝えたい事実や事柄
について，自分の考え
や気持ちを根拠に明確
にして書く。

・事実や事柄や心情が
相手に効果的に伝わる
ように，説明や具体例
を加え，描写を工夫し
て書く。

・自分の考えを深め
るとともに，理論の
展開等を工夫し，説
得力のある文章を書
く。

家
庭
学
習

学習習慣

・基本的な学習の
習慣を身に付け，
与えられた課題に
ついて家庭で取り
組む。

・自分で課題を見つけ，
楽しみながら学習に取
り組む。

・自分で課題を見つ
け，毎日学習に取り
組む。

・自分で課題を見つけ
計画的に家庭学習に取
り組む。

・自分で目標を立て，
計画的に家庭学習に取
り組む。

・自分の苦手な部分
やつまづきの原因が
わかり，それを克服
するように家庭学習
に取り組む。

時 間 １０～２０分 ３０～４０分 ５０～６０分 ６０分 ９０分 １２０分

生
徒
指
導

人
間
関
係

あいさつ
（言葉づ
かい）

・元気にあいさつや返事を
する。

・時と場に応じたあいさつや言葉
づかいをする。

・誰に対しても率先し
てあいさつができる。
・相手や場を考えた言
葉づかいをする。

・ＴＰＯをわきまえた
あいさつや言葉遣いが
できる。

思いやり
（認め合
い）

・みんなと仲良く
する。

・友だち同士，優しく
助け合う。

・思いやりの心を持
ち，協力し合う。

・特別活動や諸行事を
通して，自他の役割や
特徴を理解できる。
・認め合い，励まし合
いながら互いを高め
る・

・相手の人権や人格を
尊重しながら接するこ
とができる。

集
団
活
動

日常活動

・ルールやマナー
を守って生活する。
・物を大切にする。
・係や当番の仕事
に進んで取り組む。

・ルールやマナーを
しっかり守って生活す
る 。
・みんなで使うものを
大切にする。・係や当
番の仕事に進んで取り
組む・

・ルールやマナーを
守り，秩序ある生活
をする。・公共物を
大切にする。・学級
や児童会の仕事に責
任を持って取り組む。

・自分の役割を理解し
しっかりと責任を果た
す。

・自分の役割を理解し，
仲間のことを考え行動
する。

・集団生活をよりよ
くするために，自分
の役割を自覚し，自
治活動をする。

行 事
※カリ
特別活動
の全体計
画

・集団の一員として，進ん
で参加する

・高学年としての自覚を持ち，そ
の役割を考えながら参加する。

・仲間と協力しながら
進んで参加する。

・自分の役割を自覚し，
仲間と協力しながら参
加する。

・集団での目標・目
的が達成できるよう
に，自分の役割を考
えながら参加する。

キーワード（熟議・協働・マネジメント）の具体化 ③

■マネジメント～小中９年間での
発達段階別の「めざす子ども像」

ＣＳ委員による熟議～テーマ～

• ①「子ども達の現状と課題」
～今、教育活動でどんな力を身につけさせたいか～

• ②「西部ＣＳのさらなる充実と発展」
～課題と解決の方策について～

キーワード（熟議・協働・マネジメント）の具体化 ④



キーワード（熟議・協働・マネジメント）の具体化 ⑤

■協働～同じ目標に向かって、一緒に活動

小中合同
漢字検定

放課後学習

家庭科
授業補助

親子で一緒に
挑戦しています

サポート隊の
方々の丸つけに
大はりきり

ベテランさんが
ミシンの使い方
を伝授

道徳
「いのちの誕生」

赤ちゃんゲスト
から「誕生学」を
学びます

西部地区文化祭
高齢者慰安会

器楽・合唱演奏
でお年寄りも
大喜び

小中・地域
あいさつ運動

あいさつが飛び
交うまちを目指
して「おはよう」

★確かな学力を育む ★心豊かで思いやる

32

具体的な実践 ①



ウパシ・フェスティ
バル in 西部

小学生の
部活動体験

カボチャ栽培
を通した食育

６年生対象の部
活動体験で、部
活動加入促進

部活生徒・先生
が、ボランティアで
お手伝いの中、小
学生大奮闘

地域の力を借り
て収穫したカボ
チャを寄贈

除雪
ボランティア

高齢者宅や福祉
施設、保育園の
除雪ボランティア

施設訪問

合唱部にとっても
地域にとっても
貴重な取組

赤毛米の
田植え

「寒地稲作赤毛
米」発祥の地とし
ての田植体験

★地域・社会に貢献★健康で、たくましく鍛える
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具体的な実践 ②

生涯学習振興会

具体的な実践 ③

■西部地区各団体の支援～子どもを主役に、みんなで見守る

「地曳き網体験」
「子どもおもしろ理科教室」
「としのせフェスタ」
「中学生の企画」１・２

青少年健全育成連絡協議会

輪厚おやじの会

防犯協会 連合町内会

交通安全協会

社会福祉委員会

輪厚児童センター

「新入学児童へ防犯ブザー寄贈」
「登下校の見守り」
交通安全協議会と合同推進

「ウパシ・フェスティバルin西部」
寒い冬を
親子一緒に楽しめる事業

「西部地区花火大会」
「西部ふしぎ発見」
「地域安全歳末子ども餅つき大会」
「青少年健全育成懇談会」

「異世代交流」
「児童センターまつり」
「遊びの達人になろう」

「高齢者慰安会」
「昔あそび」
「除雪ボランティア」

「交通安全運動」
「あいさつ運動」
小学校前で実施

「西部地区夏祭り」



具体的な実践 ④

■小中連携～地域とともに

ＣＳ防災訓練 小6・中3 スクールリーダーを集めて

学校運営協議会において、児童・生徒に｢自助・共
助」の意識や、地域に貢献し、地域を愛する心をはぐ
くむことの重要性が話題となりました。そこで、地域
コーディネート部が中心となり、「ＣＳ防災訓練」を実施
しました。
児童・生徒と地域が一体となって取組を進める中、
災害時における地域での役割や互いに助け合おうと
する心が醸成されました。

具体的な実践 ⑤

■小中連携～全国体力運動能力テスト 小５・中２

○ 私は運動はあまりできないけど、楽しかったです。理由は、中学校の
体育の先生がコツを教えてくれたので、去年より記録が大きく伸び
たからです。特に、立ち幅跳びは３０ｃｍくらい記録が上がりました。

○ 反ぷく横とびをしました。最初は全然できなかったけど、中学生や先生
が教えてくれたので、できるようになりました。中学生の記録の回数を
数える時に、速くて数えるのが難しかったです。また、やりたいです。

○ とてもドキドキしました。楽しかった。等

反復横跳び、立ち幅跳び、長座体前屈



☆成果

☆課題

○ 地域の方々とめざす子ども像を共有し連携した取組が進められ、地域
教育力が高まってきた。

○ 児童生徒の学びや成長を支援するための、学校・家庭・地域が一体と
なった教育活動が進展した。

○ 子どもたちや教職員の地域に出る機会が増加し、地域貢献の意識や
子どもの自己有用感が高まった。

○ 地域と学校との双方向の関係が生まれ、活性化が図られてきている。
○ 小中連携、接続が強化された（目標の共有化、取組の系統化等）。

● 学校の支援に関わる人材の確保や育成、制度や趣旨のさらなる浸透。
● 地域のよさを生かした有効的な教育活動の充実・発展。
● 地域・家庭と学校をつなぐコーディネートの大変さ・難しさ。
● これまでの取組の検証と、検証結果の市内への発信

コミュニティ・スクールの成果と課題①

児童生徒質問紙調査の結果から
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コミュニティ・スクールの成果と課題②

■自分にはよいところがあると思う

61.0 75.4



児童生徒質問紙調査の結果から
平成27年度と26年度の比較
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★成果と課題
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コミュニティ・スクールの成果と課題③

コミュニティ・スクール

地域と共に歩む学校をめざして

40


